
データサイエンティスト協会における
人材育成の取り組み

2015年2月16日
一般社団法人データサイエンティスト協会
事務局⻑補佐 橋本 武彦

〜データサイエンティストの職種確⽴と地位向上に向けて〜

Human resource development initiatives in The Japan Data 
Scientist Society for the job establishment and empowerment of

Data Scientist.
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本日の講演テーマ
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近年、企業を取り巻く多種多様なデータからデータの持つ
様々な⼒を解き放つ人材として「データサイエンティスト」
に注目が集まっています。

弊会は「データサインティスト」の職種の確⽴と地位の向
上、並びに業界の健全な発展への貢献を目的に設⽴された団
体です。

本日は人材育成に関わる取り組みについて、産業界の現状
や課題を交えて、ご紹介させていただきます。
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講演者プロフィール

2

橋本 武彦

一般社団法人データサイエンティスト協会 事務局
（スキル定義委員会、企画委員会 所属）

株式会社ブレインパッド
アナリティクスサービス本部 教育サービス担当
（慶應SFC データビジネス創造・ラボ担当、⽴教大学 データサイエンティスト
養成講座）

1975年⽣。大学卒業後、システムインテグレータでエンジニアおよび研究員、調査会社でマーケティン
グ・リサーチャーとして従事。2008年ブレインパッドに⼊社。広告会社や通販企業などさまざまなクライ
アント企業のデータ分析プロジェクトにデータサイエンティストおよびプロジェクトマネージャーとして
従事。また、その経験を活かして新卒を中心とした自社向けの人材育成プログラムに携わる。
2012年7月よりプロジェクトマネージャーとして、データサイエンティスト育成分野での教育ビジネスを
担当（現職）。
2013年5月より一般社団法人データサイエンティスト協会の⽴ち上げに参画し、事務局⻑補佐を務める。
KXEN Professional Certificationを保有。
著書に「データサイエンティスト養成読本（共著、技術評論社）」、「統計学ガイダンス（共著、日本評
論社）」がある。
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本日のアジェンダ
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１．データサイエンティスト協会について（３分）

２．産業界におけるデータ活用の実態（７分）

３．データサイエンティストの定義（10分）

４．今後の活動予定（５分）
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本日のアジェンダ
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１．データサイエンティスト協会について（３分）

２．産業界におけるデータ活用の実態（７分）

３．データサイエンティストの定義（10分）

４．今後の活動予定（５分）
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団体名称 和文：一般社団法人 データサイエンティスト協会
英文：The Japan DataScientist Society
URL：http://www.datascientist.or.jp

設⽴日 2013年5月15日

目的 社会のビッグデータ化に伴い重要視されているデータサイエンティスト
（分析人材）の育成のため、その技能（スキル）要件の定義・標準化を
推進し、社会に対する普及啓蒙活動を⾏う。
分析技術認定（レベル認定）などの活動を通じて、分析能⼒の向上を図
るための提⾔や協⼒を惜しまない⽀援機関として、⾼度人材の育成と
データ分析業界の健全な発展に貢献する。

代表者 草野 隆史

所在地 東京都港区⽩⾦台3-2-10 ⽩⾦台ビル

データサイエンティスト協会の概要
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設⽴の背景
データサイエンティストの定義が不在

6

定義がないことが及ぼす影響定義がないことが及ぼす影響

発注前の段階で、プロジェクトのゴールや成果が⾒えにくい。
（サービス受⼊側）
・発注前の段階で、プロジェクトのゴールや成果が⾒えにくい。
・複数社の検討段階において、技術レベル、人材能⼒の⽐較が

困難。
・期待したとおりの人材かどうかが不明瞭。

（サービス提供側）
・自社の現状レベルはどれくらいか。強み、弱みは何か。

〜誰がどのようなスキルを保有しているのか。
どの程度の待遇とすべきか。

・今後、誰をどのように育成していけばよいか。
etc

企業

・データサイエンティストを目指すには、何をすればいいか。
・自分のデータサイエンティストとしての現状レベルは

どれくらいか。強み、弱みは何か。
etc

個人

期待役割と
スキルセットの

ミスマッチ
↓

分析の
十分な効果が
生まれない/

データサイエン
ティストの

経験・能⼒が
活かせない

↓
ビッグデータ
市場の健全な
発展に影響
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協会の全体像
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社会

法人会員
（幹事・賛助）個人会員

データサイエンティスト
協会

分析サービスを
必要とする企業

データサイエンティス
トを必要とする企業

情報収集
勉強会などへの参画

意⾒、情報の提供

情報収集
委員会などへの参画
データ提供
意⾒、情報の提供

新たな付加価値
サービスの提供など

情報交流促進
/取引活性化・
マッチング支援

関連諸団体
（学会/大学/官公庁/地方自治体等）

連携/協業

情報発信
キャリア
形成支援

情報発信
人材育成

支援

人材の
定義/育成

/評価

コミュニ
ティ形成

シンポ
ジウム開催

情報発信

就業機会の創出

情報発信
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法人会員：３６社

一般会員：２,１５５名

Facebook いいね！：３, ６９７名

Facebookグループ登録者数：１,７７２名

会員登録の現状

（ご登録等の状況）

8
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法人会員一覧（幹事：７社／賛助：２９社）
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区分 団体名
幹事会員 SAS Institute Japan株式会社
幹事会員 株式会社電通
幹事会員 日本アイ・ビー・エム株式会社

幹事会員 株式会社博報堂DYメディアパート
ナーズ

幹事会員 株式会社ブレインパッド
幹事会員 株式会社ブロードバンドタワー
幹事会員 ヤフー株式会社

＊会社名50音順

区分 団体名
賛助会員 株式会社オープンストリーム

賛助会員 株式会社オリコム
賛助会員 サイバネットシステム株式会社
賛助会員 株式会社シイエヌエス

賛助会員 GMO NIKKO株式会社

賛助会員 株式会社ジーリサーチ

賛助会員 損害保険ジャパン日本興亜株式会社

賛助会員 株式会社タクミインフォメーションテクノロジー

賛助会員 テクノスデータサイエンス・マーケティング株式会社

賛助会員 デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社

賛助会員 株式会社電通国際情報サービス

賛助会員 ドーモ株式会社

賛助会員 日本サード・パーティ株式会社

賛助会員 日本電気株式会社

賛助会員 株式会社博報堂プロダクツ

賛助会員 株式会社日⽴インフォメーションアカデミー

賛助会員 Pivotalジャパン株式会社

賛助会員 富士通株式会社

賛助会員 フュージョン株式会社

賛助会員 株式会社分析屋

賛助会員 三菱電機インフォメーションシステムズ株式会社

区分 団体名

賛助会員 アイウェイズ株式会社

賛助会員 株式会社ALBERT

賛助会員 株式会社インテージ

賛助会員 株式会社インテリジェンス

賛助会員 インフォコム株式会社

賛助会員 ウイングアーク１ｓｔ株式会社

賛助会員 エン･ジャパン株式会社

賛助会員 株式会社オープンストリーム
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個人・法人会員への情報発信
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・活動リリース発信
・成果物の公開
・イベント情報発信

協会HP
・活動リリース発信
・イベント情報発信
・各種トピック発信

Facebook/Twitter
・シンポジウム/フォーラム
・勉強会/ハッカソン等
・各種セミナーへの出展等

各種イベント

OPEN

・リリース前情報の発信
・協会内部活動の報告
・各種情報の先⾏発信

会員向けメール
・個人会員の情報共有の場
・ディスカッションの場
・会員企業の先⾏情報⼊⼿

Facebookグループ
・人材定義等の集中討議の場
・調査・研究等の活動の場
・協会活動の企画の場

委員会活動

CLOSE
（要会員登録）

＜目次＞─────────────────────────────────
【1】協会の活動報告
【2】facebookグループの人気投稿のご紹介
【3】最新情報紹介
【4】法人会員様の情報発信コーナー
【5】今後のイベント・セミナー・勉強会情報
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【1】協会の活動報告
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
（協会の活動報告）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【2】facebookグループの人気投稿のご紹介
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
「データサイエンティストとは？」「分析をビジネスに役⽴てるためには？」
「効率よく分析を進めるには？」などのデータ分析業界の健全な発展に向けた
議論を⾏なうグループを作成しています。参加者の⽅の所属・職種は問いません
ので、ご興味のある⽅はぜひ申請・ご参加下さい！
▼ https://www.facebook.com/groups/datascientist.jp/ ▼
こちらでは直近のいいね！上位記事をご紹介します。
─────────────────────────────────────
◇第1位：41いいね！
2013年10月5日(土)
「スポーツの秋! 芸術の秋! データの秋!!】第一回チキチキ秋のデータ

サイエンスアイデアソン&ハッカソン」
URL：http://atnd.org/event/E0019571
⇒スポーツに関する、オープンデータ、企業提供データ等をフルに活用した
史上初のデータサイエンスアイデアソン＆ハッカソン。テーマは「野球」との
ことです。
・・・

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【3】最新情報紹介
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
こちらでは国内・海外の先進事例や書籍などを紹介いたします。
今回は書籍のご紹介です。
─────────────────────────────────────
◇書籍：「データサイエンティスト養成読本 (技術評論社刊)」

URL: http://gihyo.jp/book/2013/978-4-7741-5896-9
⇒本書ではデータサイエンスの基本となる考え⽅、R⾔語による統解析の基礎、

マーケティングに応用できるデータ分析など「データサイエンティスト」が
おさえておきたい内容が掲載されています。R、Python、SQL、Fluentdなど

が、
ソースコードの事例とともにコンパクトにまとめられており、エンジニア
からのキャリアアップ、キャリアチェンジをお考えの⽅に、おすすめの一冊
です。コラムでは、当協会からも活動のご紹介をしております。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【4】法人会員様の情報発信コーナー
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
法人会員様が自社のPRに利用できるスペースです。
─────────────────────────────────────
・・・

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【5】今後のイベント・セミナー・勉強会情報
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
こちらでは翌月までの情報を中心にご紹介いたします。
─────────────────────────────────────
◇2013年9月21日(土)

「第29回 データマイニング+WEB＠東京－大規模解析・サービス活用 祭り」
URL: https://groups.google.com/forum/#!forum/webmining-tokyo
⇒人気投稿でもご紹介しているイベントです。今回は『大規模解析・サービス

活用 祭り』がテーマとのことです。Ustreamでの配信も⾏われています。

・・・

メールマガジンのイメージ
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本日のアジェンダ
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１．データサイエンティスト協会について（３分）

２．産業界におけるデータ活用の実態（７分）

３．データサイエンティストの定義（10分）

４．今後の活動予定（５分）
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企業における分析・データ活用ＰＪでよくある風景・・・

12

目的やGoalが不明瞭、⼿段が目的化
〜分析環境の導⼊や⾼度な分析⼿法の要求
〜導⼊後使われないツール群、etc

分析への過剰な期待
〜ビッグデータを分析すれば何か結果は出る？
〜何で予測が外れるの？、etc

現場の勘と経験”のみ”が重視
〜採用されない分析からの施策提案、読み捨て
られるレポート、etc
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企業における分析・データ活用の目指す姿

13

�組織としてデータサイエンスを活用し、ビジネス価値を出していくためには、
様々な要素が必要です。

組織として
データサイエンス活用

分析からの施策実⾏
業務プロセス改善データ整備

テクノロジー
成功事例

（経営/現場の
意識改⾰）

ビジネス価値
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ボトルネックは“組織”と“人材”

14

組織として
データサイエンス活用

分析からの施策実⾏
業務プロセス改善データ整備

分析組織
人材獲得・育成

テクノロジー
成功事例

（経営/現場の
意識改⾰）
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（準備委員会資料抜粋）

1

5

※参考．分析組織について、考える事の重要性

協会内・準備委員会での討議（定義の方針と領域・ロールの選定）

日本のデータ
サイエンティスト

の定義

③チーム・組織の観点

①需要側のニーズ
（発注/雇用）

②供給側のスキル
（法人/個人）

人材像（組織）
組織内の役割

分析のプロセス/タスク
スキルのロードマップ
レベル設定

環境要因

取引/就職・転職
（マッチング）

啓蒙
（定義）

定義
定義

役割
細分化
（キャリアパス、

業種など）

データサイエンティスト個人のスキルに加えて組織における役割や、チームの観点が必要
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『ビジネス・イノベーションを⽣み出すデータ
サイエンス組織とは』

23.5%

25.4%

11.1%

15.4%

24.6%

全社に関わるレベル 事業部・部レベル

課レベル チームレベル

個人レベル

12.1%

22.9%

32.0%

19.6%

13.4%

企業戦略レベル（事業の根幹に関わる）

企業戦略レベル（戦略立案・方向性決定など）

継続的な運用改善レベル（改善提案～検証のPDCAなど）

個別の運用改善レベル（効果検証など）

分析を意思決定に用いていない

組織的な分析への取組レベル 分析を意思決定に用いているレベル

N=370 N=306

※データサイエンティスト協会
会員アンケート
不明を除く

調査研究委員会報告

� 分析を組織的に意思決定に活用できているところは多くありません。
� その中で、分析・データ活用を戦略的に⾏い、全社に関わる判断に用いている企業を

分析・データ活用の「先進組織」と定義し、課題認識などを探りました。
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企業における課題感（弊協会調べ） 調査研究委員会報告
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企業における課題感（弊協会調べ） 調査研究委員会報告
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企業におけるデータ活用組織（弊協会調べ） 調査研究委員会報告
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企業におけるデータ活用のステップ（弊協会調べ） 調査研究委員会報告
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「みつける」「結果を出す」から「使ってもらう」ための着眼点

担当者が持つ業務領域と視点

担当者

現⾏モデル
業務目標

業務指標

部門⻑、タスクリーダー、熟練技術者

経営指標

将来モデル

財務目標

商品戦略

従来型の分析視点

サポーターや
スポンサーへ進化

する可能性

リクエストに応じた
分析プロジェクト

の遂⾏

2

1

分析する側の変⾰も必要（弊協会調べ） 調査研究委員会報告
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データサイエンティストに求められるもの
（弊協会調べ）

調査研究委員会報告

蓄積するデータと企業の求めるビジョンの間をつなぐこと
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本日のアジェンダ

23

１．データサイエンティスト協会について（３分）

２．産業界におけるデータ活用の実態（７分）

３．データサイエンティストの定義（10分）

４．今後の活動予定（５分）
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データサイエンティストとは何か？
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データの爆増
（単位：Mbps、下り通信速度）

FTTH 4G

固定回線 モバイル回線
公式値

3.9G

ADSL

ISDN

3.5G

Source： 「第104回電波利用懇話会」資料、NTTドコモレポート、NTT「ＩＣＴの新潮流とテレワーク」資料、実効速度は各種Web記事

モバイル回線
実効速度

3G

データの爆増
（単位：Mbps、下り通信速度）

スキル定義委員会報告
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データサイエンティストとは何か？
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計算キャパシティの爆増

スキル定義委員会報告
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データサイエンティストとは何か？
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一人あたりGDPの推移
（1990 International Dollars）

情報技術⾰命
（第二の機械化）

産業⾰命
（第一の機械化）

?

Source: J. Bradford DeLong “Estimating World GDP, One Million B.C. - Present” (1998)

スキル定義委員会報告
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データサイエンティストとは何か？
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データ利活用実現に向けた課題の広がり(例)

• 異常の検出・把握
• 災害、epidemic
• 健康、機械トラブル

• 予測・ニーズ検出
• 購買、利活用
• 需要、景気
• 選挙結果、⽀持率
• 発症リスク
• 農作物の出来

• 自動化
• 与信、保険リスク査定
• 病理診断、⼿術
• 乗り物の運転
• 空調、室内管理

• 最適化
• デザイン、価格設定
• 在庫、⽣産、受発注
• 運⾏、物流ルート
• 広告、商品、コンテンツ掲出

• データクレンジング
• 構造化

• 自然⾔語
• 画像
• 映像

• アルゴリズム構築
• サービス提供
• 購買、販売
• 広告、販促
• 病気、健康
• 災害
• 政治
• エネルギー
• 犯罪

• データ可視化

• データ収集
• データ結合・統合

• 分散処理基盤
• データウェアハウス、

データマート

• データ構造の設計
• 暗号化

• ABテスト環境
• データ可視化ツール

• サイエンスの実装

環境構築・運用 基礎情報処理 分析・課題解決

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

スキル定義委員会報告
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データサイエンティストとは何か？
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「データの持つ⼒を解き放つ」のがミッション
産業革命
(18~20世紀)

新しい
リソース

•石炭と石油
•蒸気機関
•電気工学

•人間と家畜を肉体労働、
⼿作業から開放する

本質

•センサーとデータ
•⾼い計算能⼒
•ブロードバンド
•ワイヤレスネットワー

ク

•人間を退屈な数字⼊⼒、
情報処理作業から開放
する

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

情報技術革命
（現在）

スキル定義委員会報告



Copyright © 2015 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

そのために求められるスキルは？
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ビジネス⼒
(business problem 

solving)

データ
サイエンス

(data science)

データ
エンジニアリング

(data 
engineering)

課題背景を理解した上で、
ビジネス課題を整理し、
解決する⼒

情報処理、人工知
能、統計学などの
情報科学系の知恵
を理解し、使う⼒

３つのスキルセット

データサイエンスを
意味のある形に使える
ようにし、実装、運用
できるようにする⼒

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

スキル定義委員会報告
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そのために求められるスキルは？
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課題解決のフェーズによって核となるスキルが変わる

目的・テーマ設定

問題定義

アプローチの設計

処理・分析

解決

データ
サイエンス

データ
エンジニアリング

ビジネス

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

スキル定義委員会報告
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そのために求められるスキルは？

31

どの一つが欠けてもダメ、、、優位はない

DS DE DS

Biz

DE

Biz

データスペシャリストで
はあるが、そもそも解決
すべき問題が定義、整
理できない

＞プロフェッショナルで
はない

ビジネス課題もわかり
そこでのサイエンスの
利活用もわかるが実装
できない

＞必要な変化を起こせ
ない

ビジネス課題の上で、
実装を用意できるが、
かなめとなるサイエンス
の知恵が足りない

＞賢いやり方を提供で
きない

Source: The Japan Data Scientist Society discussios 

スキル定義委員会報告
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データサイエンティストの定義
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データサイエンティストとは、

* ここで「ビジネス」とは社会に役に⽴つ意味のある活動全般を指す

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

データサイエンス⼒、
データエンジニアリング⼒をベースに
データから価値を創出し、
ビジネス課題に答えを出す
プロフェッショナル

スキル定義委員会報告
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(参考)プロフェッショナルとは？
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• 何らかの分野について体系的で秀でた知識とス
キルを持っている人

• 体系的にトレーニングされた専門性を持つスキ
ルを持ち、

• 何らかの分野に特化した人

エキスパート

スペシャリスト

プロフェッショナル

• それをベースに顧客（お客様、クライアント）
にコミットした価値を提供し、

• その結果に対し、認識された価値の対価として
報酬を得る人

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

スキル定義委員会報告
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スキルレベルの広がりは？
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(フル・)
データサイエンティスト

シニア・
データサイエンティスト

アソシエート・
データサイエンティスト

アシスタント・
データサイエンティスト

データ使い

• 棟梁レベル

• 業界を代表する
レベル

• 独り⽴ちレベル

• ⾒習いレベル

• 賢くデータを器
用に使える人

目安スキルレベル 対応できる課題

• 対象組織全体

• 産業領域全体
• 複合的な事業全体

• 担当プロジェクト全
体

• 担当サービス全体
• プロジェクトの担当

テーマ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

普通の人 • 特になし

一般
人

• 担当業務

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

スキルレベル

スキル定義委員会報告
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スキルレベルの広がりは？
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DS以前の人 vs アシスタント・データサイエンティスト

•Assistant

•DS

•（⾒習い
レベル）

DS以前の人

データ
サイエンス

データ
エンジニアリングビジネス

• 基本統計量の意味を正し
く理解していない

• 指数を指数で割り算した
りする

• 「平均年収」をそのまま
鵜呑みにしたりする

• グラフ、チャートの使い
⽅が不適切

• 基本統計量（平均、中央
値など）の知識を有し、
指示されればデータの抽
出、グラフ作成を正しく
⾏うことができる

• レポートされてくる数値サ
マリに目は通すが、特に記
憶には残らない

• アクセス解析システムを
使っていない

• ExcelやAccessは数字しか
⼊れない

• 一般的なアクセス解析シス
テムを使うことができる

• 抽出されたデータサブセッ
トに対し、ExcelやAccess
等の統合環境を用い、目的
に応じた処理をすることが
できる

• ビジネスは勘と経験で回すもの
だと思っている

• 課題を解決する際に、そもそも
定量化する意識が無い

• ビジネスにおける論理とデータ
の重要性を認識している

• 仮説や既知の問題が与えられた
中で、必要なデータに当たりを
つけて、データを用いて改善す
ることができる

• 扱っている課題領域（例：配送
の最適化）における基本的な課
題の枠組みが理解できる

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

スキル定義委員会報告
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スキルレベルの広がりは？
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•Associate

•DS

•（独り⽴
ちレベル）

Assistant
DS
（⾒習いレ
ベル）

• 基本統計量（平均、中央
値など）の知識を有し、
指示されればデータの抽
出、グラフ作成を正しく
⾏うことができる

• SPSS/SAS/R等が使える。
指示されなくてもサンプ
ル抽出ができるとともに
内容を確認できる。

• データクレンジング、分
布、単回帰やP値の概念を
理解し、活用することが
できる（二次元の分析は
できる）

• 一般的なアクセス解析シ
ステムを使うことができ
る

• 抽出されたデータサブ
セットに対し、Excelや
Access等の統合環境を用
い、目的に応じた処理を
することができる

• ビジネスにおける論理とデー
タの重要性を認識している

• 仮説や既知の問題が与えられ
た中で、必要なデータに当た
りをつけて、データを用いて
改善することができる

• 扱っている課題領域（例：配
送の最適化）における基本的
な課題の枠組みが理解できる

• 大規模のファイルや、
データベースにアクセス
し、大量の構造化データ
を処理することができる
(一般的なスプレッドシー
トで処理不能な規模感へ
の対応⼒)

• 仮説や既知の問題が与えられ
た中で、最適解・最大解を⾒
出すことができる

• 扱っている課題領域で新規の
課題を切り分け、構造化でき
る

• 当該PJ・サービスを超えて、
必要なデータの当たりをつけ
ることができる

データ
サイエンス

データ
エンジニアリングビジネス

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

⾒習いレベルと独り⽴ちレベルを分けるもの

スキル定義委員会報告
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スキルレベルの広がりは？
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独り⽴ちレベルと棟梁レベルを分けるもの

•Full

•DS

•（棟梁レベ
ル）

Associate
DS
(独り⽴ちレ
ベル)

• 大規模のファイルや、データ
ベースにアクセスし、大量の
構造化データを処理すること
ができる (一般的なスプレッ
ドシートで処理不能な規模感
への対応⼒)

• 仮説や既知の問題が与えられた中
で、最適解・最大解を⾒出すこと
ができる

• 扱っている課題領域で新規の課題
を切り分け、構造化できる

• 当該PJ・サービスを超えて、必要
なデータの当たりをつけることが
できる

データ
サイエンス

データ
エンジニアリングビジネス

• 多変量解析の概念を理解し、
活用することができる

• 機械学習、自然⾔語、画像
処理のアルゴリズムを理解
し、適切に活用、問題解決
することができる

• モデルを構築できる

• 分析に必要なデータフォーマッ
ト、取得蓄積仕様等を設計でき
る(分析のためのデータシステ
ム設計ができる)

• 問題設定に応じた新規データ
マート設計ができる

• 構造化データ/非構造化データ
を問わず、分析システムを設計
できる

• 構築したモデルを実装できる
• データ分析を作ったシステムを

自身で構築できる

• 分析を通じオペレーション上の⾰新
が実現できる

• 仮説や可視化された問題がない中で
(フレーミングされていなくても)、
適切に問題を定義し、解き、価値を
⾒出すことができる

• 特定の課題領域において、課題と取
組のテーマを構造的に整理し、⾒極
めるべき論点をクリアにできる

• 組織全体を⾒渡して、必要なデータ
の当たりをつけることができる。

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

• SPSS/SAS/R等が使える。
指示されなくてもサンプル
抽出ができるとともに内容
を確認できる。

• データクレンジング、分布、
単回帰やP値の概念を理解
し、活用することができる
（二次元の分析はできる）

スキル定義委員会報告
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スキルレベルの広がりは？
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棟梁レベルと業界代表レベルを分けるもの

•Senior
•DS
•（業界代表
レべル）

Full
DS
（棟梁レベ
ル）

データ
サイエンス

データ
エンジニアリングビジネス

• 新しいアルゴリズムや分
析⼿法の開発ができる

• 複数のパラメータやアル
ゴリズムの選択などを含
む適切な分析アプローチ
の設定ができる

• 複数のデータソースを統合し
たデータシステム、もしくは
データプロダクトの構築、全
体最適化ができる

• 組織や市場全体にインパクトを
出せる

• 対象とする事業全体、産業領域
における課題の切り分け、テー
マ、論点の明確化ができる

• 多変量解析の概念を理解
し、活用することができ
る

• 機械学習、自然⾔語、画
像処理のアルゴリズムを
理解し、適切に活用、問
題解決することができる

• モデルを構築できる

• 分析に必要なデータフォー
マット、取得蓄積仕様等を設
計できる(分析のためのデー
タシステム設計ができる)

• 問題設定に応じた新規データ
マート設計ができる

• 構造化データ/非構造化デー
タを問わず、分析システムを
設計できる

• 構築したモデルを実装できる
• データ分析を作ったシステム

を自身で構築できる

• 分析を通じオペレーション上の
⾰新が実現できる

• 仮説や可視化された問題がない
中で(フレーミングされていなく
ても)、適切に問題を定義し、解
き、価値を⾒出すことができる

• 特定の課題領域において、課題
と取組のテーマを構造的に整理
し、⾒極めるべき論点をクリア
にできる

• 組織全体を⾒渡して、必要な
データの当たりをつけることが
できる

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

スキル定義委員会報告
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詳細は、データサイエンティス
ト協会のプレスリリースを参照
ください。

http://www.datascientist.or.j
p/news/2014/pdf/1210.pdf

スキル定義委員会報告
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今後の展望と課題
（定義から育成へ）

40

• データサイエンスの道に⼊る人がどこから始めた
らいいのか？

• どのように成⻑していったらいいのか？

• どうやって本物のデータサイエンティストになる
のか？

• どうやって人材を配置するのか？

Source: The Japan Data Scientist Society discussios

スキル定義委員会報告
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本日のアジェンダ
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１．データサイエンティスト協会について（３分）

２．産業界におけるデータ活用の実態（７分）

３．データサイエンティストの定義（10分）

４．今後の活動予定（５分）
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今年度の主な活動予定：定義の普及・啓蒙や育成活動

42

カリキュラム・
シラバス スキルとの対応マップ

将来的には認定・評価を検討
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今年度の主な活動予定：勉強会・セミナーの定期開催

43

予定 開催概要 申込者数

第1回
（10月）

Python によるデータ分析および最適化
（構造計画研究所 斉藤氏）

申込数 : 40人
キャンセル
待ち : 33人

第2回
（10月）

①クレンジングからビジュアライズまで！実践！データ解析超入門！
（電通 近藤氏）
②ビッグデータの０次分析手法と適用例のご紹介
（サイバネットシステム 矢野氏）

申込数 : 65人
キャンセル
待ち : 115人

第3回
（11月）

データ市場への誘い
～データジャケットから起こすチャンス
発見プロセス～

（東京大学大学院工学系研究科システム創成学専攻所属大澤教授）

申込数 : 150人
キャンセル
待ち : 51人

第4回
（12月）

クラスター分析の基礎と総合通販会社での活用例
（Albert 山川氏）

申込数 : 150人
キャンセル
待ち : 57人

第5回
（12月）

Tableauで学ぶ最先端のデータ・ビジュアライゼーション
（Tableau 並木氏）

申込数 : 130人
キャンセル
待ち : 0人

� 昨年度は全5回の木曜勉強会を開催し、おかげさまで毎回公開後即満席です。
� 今年度は木曜勉強会に加え、特徴のある有償ツールをテーマとする木曜セミナーとの二本

⽴てで定期的に開催していく予定です。
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� 本勉強会の資料はすべてWeb上で公開しています（今後、動画公開も検討）。
� 詳細はIT勉強会・セミナーなどエンジニアのためのイベント情報検索サービスのdots.

（http://eventdots.jp/）参照ください。

今年度の主な活動予定：勉強会・セミナーの定期開催



Copyright © 2015 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved. 45

今年度の主な活動予定：ハッカソンの開催/後援

� ハッカソンの開催や、開催のPR、後援等も⽀
援します。
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今年度の主な活動予定：2ndシンポジウムの開催

� 昨年有償にもかかわらず、“満席御礼/満⾜度9割超”と大変ご好評頂いたシンポジウムを
今年も開催します。
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情報発信チャネル

47

・活動リリース発信
・成果物の公開
・イベント情報発信

協会HP
・活動リリース発信
・イベント情報発信
・各種トピック発信

Facebook/Twitter
・シンポジウム/フォーラム
・勉強会/ハッカソン等
・各種セミナーへの出展等

各種イベント

OPEN

・リリース前情報の発信
・協会内部活動の報告
・各種情報の先⾏発信

会員向けメール
・個人会員の情報共有の場
・ディスカッションの場
・会員企業の先⾏情報⼊⼿

Facebookグループ
・人材定義等の集中討議の場
・調査・研究等の活動の場
・協会活動の企画の場

委員会活動

CLOSE
（要会員登録）

＜目次＞─────────────────────────────────
【1】協会の活動報告
【2】facebookグループの人気投稿のご紹介
【3】最新情報紹介
【4】法人会員様の情報発信コーナー
【5】今後のイベント・セミナー・勉強会情報
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【1】協会の活動報告
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
（協会の活動報告）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【2】facebookグループの人気投稿のご紹介
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
「データサイエンティストとは？」「分析をビジネスに役⽴てるためには？」
「効率よく分析を進めるには？」などのデータ分析業界の健全な発展に向けた
議論を⾏なうグループを作成しています。参加者の⽅の所属・職種は問いません
ので、ご興味のある⽅はぜひ申請・ご参加下さい！
▼ https://www.facebook.com/groups/datascientist.jp/ ▼
こちらでは直近のいいね！上位記事をご紹介します。
─────────────────────────────────────
◇第1位：41いいね！
2013年10月5日(土)
「スポーツの秋! 芸術の秋! データの秋!!】第一回チキチキ秋のデータ

サイエンスアイデアソン&ハッカソン」
URL：http://atnd.org/event/E0019571
⇒スポーツに関する、オープンデータ、企業提供データ等をフルに活用した
史上初のデータサイエンスアイデアソン＆ハッカソン。テーマは「野球」との
ことです。
・・・

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【3】最新情報紹介
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
こちらでは国内・海外の先進事例や書籍などを紹介いたします。
今回は書籍のご紹介です。
─────────────────────────────────────
◇書籍：「データサイエンティスト養成読本 (技術評論社刊)」

URL: http://gihyo.jp/book/2013/978-4-7741-5896-9
⇒本書ではデータサイエンスの基本となる考え⽅、R⾔語による統解析の基礎、

マーケティングに応用できるデータ分析など「データサイエンティスト」が
おさえておきたい内容が掲載されています。R、Python、SQL、Fluentdなど

が、
ソースコードの事例とともにコンパクトにまとめられており、エンジニア
からのキャリアアップ、キャリアチェンジをお考えの⽅に、おすすめの一冊
です。コラムでは、当協会からも活動のご紹介をしております。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【4】法人会員様の情報発信コーナー
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
法人会員様が自社のPRに利用できるスペースです。
─────────────────────────────────────
・・・

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【5】今後のイベント・セミナー・勉強会情報
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
こちらでは翌月までの情報を中心にご紹介いたします。
─────────────────────────────────────
◇2013年9月21日(土)

「第29回 データマイニング+WEB＠東京－大規模解析・サービス活用 祭り」
URL: https://groups.google.com/forum/#!forum/webmining-tokyo
⇒人気投稿でもご紹介しているイベントです。今回は『大規模解析・サービス

活用 祭り』がテーマとのことです。Ustreamでの配信も⾏われています。

・・・

メールマガジンのイメージ
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当協会では、個人会員（無料）、法人会員、連携団体を募集しています。ご興味
がありましたら是非ご登録・お問い合わせをお願い致します。
http://www.datascientist.or.jp
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アカデミアのみなさまへ
ネットワーク形成のご依頼
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アカデミアと産業界の橋渡し
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アカデミアのみなさまへ
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� みなさまで、以下にご関心がある⽅がいらしたら、ぜひ、弊会までお知らせください。

（会員企業とのマッチング）
インターンシップ
産学連携、共同研究

（委員会活動への参画）
育成カリキュラム策定、など

（イベントの企画）
学⽣向けのデータ分析コンペティション、など
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ご静聴ありがとうございました。

本件に関するご質問・お問い合わせ窓口

一般社団法人データサイエンティスト協会 事務局

〒108-0071 東京都港区白金台3-2-10 白金台ビル

Tel:03-6721-9001 / Fax:050-3153-1219

info@datascientist.or.jp

データサイエンティスト協会の最新情報を発信しております

・ウェブサイト http://www.datascientist.or.jp

・Facebook https://www.facebook.com/DataScientist.jp

・twitter @DataScientistPR
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